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稚サンゴ加入量について  

１．稚サンゴ加入量（個体群構造調査）  
  方形枠内（50cm×50cm）の直径 5cm 以下の稚サンゴ数を計測し、群集回復の

目安をみるもの。  
 
２．加入量の変遷  
（１）ミドリイシ類について  

【H17 年度】  
   竹富島周辺、カタグヮー、北礁縁部～ヨナラ水路、マルグー、黒島南西礁、

新城島下地東礁池で 10 個体以上／m2 がみられた。  
【H18 年度】  

竹富島南礁、北礁縁部、黒島南礁で 10 個体以上／m2 がみられた。  
【H19 年度】  

石西礁湖全域で加入量は低かった。  
【H20 年度】  

竹富島北礁のみで 10 個体以上／m2 がみられたものの、石西礁湖全域で加入

量は低く、加入量なしの定点も多かった。  
 

 




